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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式（ａ）で表される化合物（Ａ）と、
【化１】

（一般式（ａ）中、ｎは１以上３以下の整数を示す。複数存在するｎは同一でも異なって
いてもよい。）
　下記一般式（ｂ２－１）で表される化合物（ｂ２－１）、下記一般式（ｂ３－１）で表
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される化合物（ｂ３－１）、下記一般式（ｂ３－２）で表される化合物（ｂ３－２）、お
よび下記一般式（ｂ４－２）で表される化合物（ｂ４－２）からなる化合物（Ｂ）と、を
含み、
　高速液体クロマトグラフィー測定において、化合物（Ａ）のピーク面積１００に対する
、化合物（Ｂ）に含まれる前記化合物の合計ピーク面積比が０．１％以上４０．０％以下
であり、化合物（ｂ３－２）および化合物（ｂ４－２）の合計ピーク面積比が２０．０％
以下である、光学材料用チオール含有組成物。
【化２】

【化３】

【化４】
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【化５】

（一般式（ｂ２－１）、一般式（ｂ３－１）、一般式（ｂ３－２）および一般式（ｂ４－
２）中、ｎは１以上３以下の整数を示す。各々の一般式において複数存在するｎは同一で
も異なっていてもよい。）
【請求項２】
　下記一般式（ａ）で表される化合物（Ａ）と、

【化６】

（一般式（ａ）中、ｎは１以上３以下の整数を示す。複数存在するｎは同一でも異なって
いてもよい。）
　下記一般式（ｂ２－１）で表される化合物（ｂ２－１）、下記一般式（ｂ３－１）で表
される化合物（ｂ３－１）、下記一般式（ｂ３－２）で表される化合物（ｂ３－２）、お
よび下記一般式（ｂ４－２）で表される化合物（ｂ４－２）から選択される少なくとも１
種からなる化合物（Ｂ）と、を含み、
　高速液体クロマトグラフィー測定において、化合物（Ａ）のピーク面積１００に対する
、化合物（ｂ２－１）のピーク面積比が０．０％であり、化合物（Ｂ）に含まれる前記化
合物の合計ピーク面積比が０．１％以上４０．０％以下であり、化合物（ｂ３－２）およ
び化合物（ｂ４－２）の合計ピーク面積比が２０．０％以下である、光学材料用チオール
含有組成物。
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【化７】

【化８】

【化９】
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【化１０】

（一般式（ｂ２－１）、一般式（ｂ３－１）、一般式（ｂ３－２）および一般式（ｂ４－
２）中、ｎは１以上３以下の整数を示す。各々の一般式において複数存在するｎは同一で
も異なっていてもよい。）
【請求項３】
　高速液体クロマトグラフィー測定において、化合物（Ａ）のピーク面積１００に対する
化合物（Ｂ）に含まれる前記化合物の合計ピーク面積比が１０．０％以上４０．０％以下
である、請求項１または２に記載の光学材料用チオール含有組成物。
【請求項４】
　高速液体クロマトグラフィー測定において、化合物（Ａ）のピーク面積１００に対する
化合物（ｂ２－１）のピーク面積比が５．０％以下である、請求項１に記載の光学材料用
チオール含有組成物。
【請求項５】
　化合物（Ａ）が、ペンタエリスリトールテトラキスメルカプトプロピオネートであり、
　化合物（Ｂ）における前記一般式中のｎは２である、請求項１～４のいずれかに記載の
光学材料用チオール含有組成物。
【請求項６】
　化合物（Ａ）が、ペンタエリスリトールテトラキスメルカプトアセテートであり、
　化合物（Ｂ）における前記一般式中のｎは１である、請求項１～４のいずれかに記載の
光学材料用チオール含有組成物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の光学材料用チオール含有組成物と、ポリイソ（チオ）
シアネート化合物とを含む、光学材料用重合性組成物。
【請求項８】
　ポリイソ（チオ）シアネート化合物は、２，５－ビス（イソシアナトメチル）ビシクロ
－[２．２．１]－ヘプタン、２，６－ビス（イソシアナトメチル）ビシクロ－[２．２．
１]－ヘプタン、キシリレンジイソシアネート、ビス（イソシアナトシクロヘキシル）メ
タン、ビス（イソシアナトメチル）シクロヘキサン、イソホロンジイソシアネート、ヘキ
サメチレンジイソシアネート、ペンタメチレンジイソシアネート、およびジフェニルメタ
ンジイソシアネートから選択される少なくとも一種を含む、請求項７に記載の光学材料用
重合性組成物。
【請求項９】
　請求項７または８に記載の光学材料用重合性組成物を硬化させた成形体。
【請求項１０】
　請求項９に記載の成形体からなる光学材料。
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【請求項１１】
　請求項９に記載の成形体からなるプラスチックレンズ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光学材料用チオール含有組成物、光学材料用重合性組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光学材料として用いられる素材は古来ガラスが主であったが、近年では光学材料用のプ
ラスチックが種々開発され、ガラスの代替として利用が広がっている。眼鏡レンズなどの
材料としても、優れた光学特性を有し、軽量で割れず、成形性にも優れることから、アク
リル樹脂、脂肪族カーボネート樹脂、ポリカーボネート、ポリチオウレタンなどのプラス
チック材料が主として用いられるようになっている。その中でも高屈折率を有する代表的
な例として、イソシアネート化合物とチオール化合物を含む重合性組成物から得られるポ
リチオウレタン樹脂が挙げられる。
【０００３】
　ポリチオウレタン樹脂の中でも、ペンタエリスリトールメルカプトカルボン酸エステル
とポリイソ（チオ）シアネート化合物とを重合して得られるポリチオウレタン樹脂は、屈
折率が高くプラスチックレンズに最適な樹脂の一つである。しかしながら、ペンタエリス
リトールメルカプトカルボン酸エステルを用いたプラスチックレンズは、白濁などの問題
が生じることがあった。
【０００４】
　特許文献１には、アルカリ金属またはアルカリ土類金属の含有量が１．０重量％以下で
あるペンタエリスリトールと、メルカプトカルボン酸とを反応させるペンタエリスリトー
ルメルカプトカルボン酸エステルの製造方法が開示されている。当該文献には、得られた
ペンタエリスリトールメルカプトカルボン酸エステルおよびポリイソ（チオ）シアネート
化合物から透明性に優れたレンズが得られたと記載されている。
【０００５】
　特許文献２には、所定量の二分子間縮合チオエステル化合物を含むメルカプトカルボン
酸と、ペンタエリスリトールとを反応させる、ペンタエリスリトールメルカプトカルボン
酸エステルの製造方法が開示されている。当該文献には、得られたペンタエリスリトール
メルカプトカルボン酸エステルおよびポリイソ（チオ）シアネート化合物を含む組成物は
粘度が低く、さらに当該組成物からなるレンズは、透明性に優れると記載されている。
【０００６】
　特許文献３，４には、メルカプトカルボン酸と多価アルコールとを所定の条件下で反応
させる、メルカプトカルボン酸多価アルコールエステルの製造方法が開示されている。当
該文献には、目的とするテトラエステル化体とともに、ジエステル化体やトリエステル化
体等が生成されることが記載されている。なお、これらの文献には、得られたメルカプト
カルボン酸多価アルコールエステルを、光学材料用の原料として用いる点については記載
されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】国際公開第２００７／０５２３２９号
【特許文献２】国際公開第２００７／１２２８１０号
【特許文献３】特開２０１１－１２６８２２号公報
【特許文献４】特開２０１１－０８４４７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　上記の文献に記載の技術によれば、透明性等に優れたレンズが得られるものの、その他
の光学物性、強度等の機械物性、染色性等に改善の余地があり、重合性組成物のハンドリ
ング性等に改善の余地があった。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　即ち、本発明は以下に示すことができる。
［１］　下記一般式（ａ）で表される化合物（Ａ）と、
【化１】

（一般式（ａ）中、ｎは１以上３以下の整数を示す。複数存在するｎは同一でも異なって
いてもよい。）
　下記一般式（ｂ２－１）で表される化合物（ｂ２－１）、下記一般式（ｂ３－１）で表
される化合物（ｂ３－１）、下記一般式（ｂ３－２）で表される化合物（ｂ３－２）、お
よび下記一般式（ｂ４－２）で表される化合物（ｂ４－２）からなる化合物（Ｂ）と、を
含み、
　高速液体クロマトグラフィー測定において、化合物（Ａ）のピーク面積１００に対する
、化合物（Ｂ）に含まれる前記化合物の合計ピーク面積比が０．１％以上４０．０％以下
であり、化合物（ｂ３－２）および化合物（ｂ４－２）の合計ピーク面積比が２０．０％
以下である、光学材料用チオール含有組成物。
【化２】
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【化３】

【化４】

【化５】

（一般式（ｂ２－１）、一般式（ｂ３－１）、一般式（ｂ３－２）および一般式（ｂ４－
２）中、ｎは１以上３以下の整数を示す。各々の一般式において複数存在するｎは同一で
も異なっていてもよい。）
［２］　下記一般式（ａ）で表される化合物（Ａ）と、
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【化６】

（一般式（ａ）中、ｎは１以上３以下の整数を示す。複数存在するｎは同一でも異なって
いてもよい。）
　下記一般式（ｂ２－１）で表される化合物（ｂ２－１）、下記一般式（ｂ３－１）で表
される化合物（ｂ３－１）、下記一般式（ｂ３－２）で表される化合物（ｂ３－２）、お
よび下記一般式（ｂ４－２）で表される化合物（ｂ４－２）から選択される少なくとも１
種からなる化合物（Ｂ）と、を含み、
　高速液体クロマトグラフィー測定において、化合物（Ａ）のピーク面積１００に対する
、化合物（ｂ２－１）ピーク面積比が０．０％であり、化合物（Ｂ）に含まれる前記化合
物の合計ピーク面積比が０．１％以上４０．０％以下であり、化合物（ｂ３－２）および
化合物（ｂ４－２）の合計ピーク面積比が２０．０％以下である、光学材料用チオール含
有組成物。
【化７】

【化８】
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【化９】

【化１０】

（一般式（ｂ２－１）、一般式（ｂ３－１）、一般式（ｂ３－２）および一般式（ｂ４－
２）中、ｎは１以上３以下の整数を示す。各々の一般式において複数存在するｎは同一で
も異なっていてもよい。）
［３］　高速液体クロマトグラフィー測定において、化合物（Ａ）のピーク面積１００に
対する化合物（Ｂ）に含まれる前記化合物の合計ピーク面積比が１０．０％以上４０．０
％以下である、［１］または［２］に記載の光学材料用チオール含有組成物。
［４］　高速液体クロマトグラフィー測定において、化合物（Ａ）のピーク面積１００に
対する化合物（ｂ２－１）のピーク面積比が５．０％以下である、［１］に記載の光学材
料用チオール含有組成物。
［５］　化合物（Ａ）が、ペンタエリスリトールテトラキスメルカプトプロピオネートで
あり、
　化合物（Ｂ）における前記一般式中のｎは２である、［１］～［４］のいずれかに記載
の光学材料用チオール含有組成物。
［６］　化合物（Ａ）が、ペンタエリスリトールテトラキスメルカプトアセテートであり
、
　化合物（Ｂ）における前記一般式中のｎは１である、［１］～［４］のいずれかに記載
の光学材料用チオール含有組成物。
　［７］　［１］～［６］のいずれかに記載の光学材料用チオール含有組成物と、ポリイ
ソ（チオ）シアネート化合物とを含む、光学材料用重合性組成物。
　［８］　ポリイソ（チオ）シアネート化合物は、２，５－ビス（イソシアナトメチル）
ビシクロ－[２．２．１]－ヘプタン、２，６－ビス（イソシアナトメチル）ビシクロ－[
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２．２．１]－ヘプタン、キシリレンジイソシアネート、ビス（イソシアナトシクロヘキ
シル）メタン、ビス（イソシアナトメチル）シクロヘキサン、イソホロンジイソシアネー
ト、ヘキサメチレンジイソシアネート、ペンタメチレンジイソシアネート、およびジフェ
ニルメタンジイソシアネートから選択される少なくとも一種を含む、［７］に記載の光学
材料用重合性組成物。
　［９］　［７］または［８］に記載の光学材料用重合性組成物を硬化させた成形体。
　［１０］　［９］に記載の成形体からなる光学材料。
　［１１］　［９］に記載の成形体からなるプラスチックレンズ。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の光学材料用チオール含有組成物は、当該チオール含有組成物と他の重合性化合
物とを含む重合性組成物はハンドリング性に優れ、さらに当該重合性組成物から得られる
光学材料は、屈折率、アッベ数、白濁、歪み、脈理等の光学物性、強度等の機械物性、染
色性等に優れる。
　すなわち、本発明の光学材料用チオール含有組成物を用いることにより、これらの特性
のバランスに優れる。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の光学材料用チオール含有組成物を実施の形態に基づいて説明する。
［光学材料用チオール含有組成物］
　本実施形態の光学材料用チオール含有組成物は、一般式（ａ）で表される化合物（Ａ）
と、
　下記一般式（ｂ２－１）で表される化合物（ｂ２－１）、下記一般式（ｂ３－１）で表
される化合物（ｂ３－１）、下記一般式（ｂ３－２）で表される化合物（ｂ３－２）、お
よび下記一般式（ｂ４－２）で表される化合物（ｂ４－２）から選択される少なくとも１
種の化合物（Ｂ）と、を含む。
【００１２】
（化合物（Ａ））
　本実施形態においては、化合物（Ａ）は、下記一般式（ａ）で表される。
【００１３】
【化６】

【００１４】
　一般式（ａ）中、ｎは１以上３以下の整数を示す。複数存在するｎは同一でも異なって
いてもよく、同一であることが好ましい。ｎは好ましくは１または２であり、より好まし
くは２である。
　化合物（Ａ）は、一般式（ａ）で表される化合物から選択される少なくとも１種を含む
。
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【００１５】
　化合物（Ａ）としては、ペンタエリスリトールテトラキスメルカプトアセテート、ペン
タエリスリトールテトラキスメルカプトプロピオネート、ペンタエリスリトールテトラキ
スメルカプトブチレート等を挙げることができ、ペンタエリスリトールテトラキスメルカ
プトアセテート、ペンタエリスリトールテトラキスメルカプトプロピオネートが好ましい
。化合物（Ａ）は、これらの化合物から選択される少なくとも１種を含むことができる。
【００１６】
（化合物（Ｂ））
　化合物（Ｂ）は、下記一般式（ｂ２－１）で表される化合物（ｂ２－１）、下記一般式
（ｂ３－１）で表される化合物（ｂ３－１）、下記一般式（ｂ３－２）で表される化合物
（ｂ３－２）、および下記一般式（ｂ４－２）で表される化合物（ｂ４－２）から選択さ
れる少なくとも１種のみからなる。
【００１７】
【化７】

【００１８】
【化８】

【００１９】
【化９】
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【００２０】
【化１０】

【００２１】
　一般式（ｂ２－１）、一般式（ｂ３－１）、一般式（ｂ３－２）および一般式（ｂ４－
２）中、ｎは１以上３以下の整数を示す。複数存在するｎは同一でも異なっていてもよく
、同一であることが好ましい。ｎは好ましくは１または２であり、より好ましくは２であ
る。
　これらの化合物は、それぞれの一般式で表される化合物から選択される少なくとも１種
を含むことができる。
【００２２】
　本発明の効果の観点から、高速液体クロマトグラフィー測定において、化合物（Ａ）の
ピーク面積１００に対する、化合物（Ｂ）に含まれる前記化合物の合計ピーク面積比が０
．１％以上４０．０％以下、好ましくは１０．０％以上４０．０％以下、さらに好ましく
は１５．０％以上４０．０％以下である。本実施形態において、化合物（Ｂ）に含まれる
前記化合物の合計ピーク面積は、高速液体クロマトグラフィーにて測定された、化合物（
ｂ２－１）、化合物（ｂ３－１）、化合物（ｂ３－２）、および化合物（ｂ４－２）の各
々のピーク面積を合計して得られる。
【００２３】
　高速液体クロマトグラフィー測定は、以下の条件で行うことができる。
　ＨＰＬＣ機種：島津製作所社製ＳＰＤ－１０Ａ
　検出器：ＲＩ検出器
　カラム：ＹＭＣ製カラム　ＯＤＳ－Ａ－３１２（１５０ｍｍ×６ｍｍ.Ｉ.Ｄ）５μｍ
　温度条件：４０℃
　移動相：水／アセトニトリル（３５ｖｏｌ／６５ｖｏｌ）水溶液
　流速：１．０ｍｌ／分
　注入量：１μＬ
【００２４】
　本実施形態においては、得られる重合性組成物のハンドリング性および光学材料の屈折
率のバランスの観点から、高速液体クロマトグラフィー測定において、化合物（Ａ）のピ
ーク面積１００に対する、化合物（ｂ３－２）および化合物（ｂ４－２）の合計ピーク面
積の比が２０．０％以下、好ましくは１７．０％以下である。
　本実施形態においては、得られる重合性組成物のハンドリング性および光学材料の屈折
率のバランスの観点から、高速液体クロマトグラフィー測定において、化合物（Ａ）のピ
ーク面積１００に対する化合物（ｂ２－１）のピーク面積比が５．０％以下、好ましくは
３．０％以下である。
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【００２５】
　本実施形態の光学材料用チオール含有組成物は、本発明の効果を損なわない範囲で、以
下のような化合物を含んでいてもよい。
【００２６】
【化１１】

【００２７】
　一般式（ｂ１）中、ｎは１以上３以下の整数を示し、好ましくは１または２、より好ま
しくは２である。複数存在するｎは、同じ数でも異なる数でもよく、同一であることが好
ましい。ｍは０以上３以下の整数を示す。
【００２８】

【化１２】

【００２９】
　一般式（ｂ２）中、ｎは１以上３以下の整数を示し、好ましくは１または２、より好ま
しくは２である。ｍは０以上３以下の整数を示す。複数存在するｍ、ｎは、同じ数でも異
なる数でもよいが、同一であることが好ましい。２つのｍが同時に０になることはない。
【００３０】

【化１３】

【００３１】
　一般式（ｂ３）中、ｎは１以上３以下の整数を示し、好ましくは１または２、より好ま
しくは２である。ｍは０以上３以下の整数を示す。複数存在するｍ、ｎは、同じ数でも異
なる数でもよいが、同一であることが好ましい。２つのｍが０および１つのｍが１になる
ことはなく、全てのｍが同時に０になることはない。
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【００３２】
【化１４】

【００３３】
　一般式（ｂ４）中、ｎは１以上３以下の整数示し、好ましくは１または２、より好まし
くは２である。ｍは０以上３以下の整数を示す。複数存在するｍ、ｎは、同じ数でも異な
る数でもよいが、同一であることが好ましい。ｍから選択される３つが０および１つが１
になることはなく、ｍの全てが同時に０になることはない。
【００３４】
　本実施形態においては、本発明の効果の観点から、化合物（Ａ）および化合物（Ｂ）が
以下の（１）または（２）の組み合わせであることが好ましく、（１）の組み合わせであ
ることがより好ましい。
（１）化合物（Ａ）が、ペンタエリスリトールテトラキスメルカプトプロピオネートであ
り、化合物（Ｂ）に含まれる化合物（ｂ２－１）、化合物（ｂ３－１）、化合物（ｂ３－
２）、および化合物（ｂ４－２）から選択される少なくとも１種の化合物においてｎは２
である。
（２）化合物（Ａ）が、ペンタエリスリトールテトラキスメルカプトアセテートであり、
化合物（Ｂ）に含まれる化合物（ｂ２－１）、化合物（ｂ３－１）、化合物（ｂ３－２）
、および化合物（ｂ４－２）から選択される少なくとも１種の化合物においてｎは１であ
る。
　本実施形態の光学材料用チオール含有組成物は、化合物（Ａ）とともに化合物（Ｂ）を
含むものであり、全体として収量が高い。
【００３５】
［光学材料用チオール含有組成物の製造方法］
　本実施形態における光学材料用チオール含有組成物は、例えば、ペンタエリスリトール
と、メルカプトカルボン酸とを反応させることにより得ることができる。
【００３６】
　メルカプトカルボン酸としては、例えば、チオグリコール酸、３-メルカプトプロピオ
ン酸、４－メルカプトブタン酸等が挙げられる。また、これらは単独または２種以上をペ
ンタエリスリトールと反応させることができる。メルカプトカルボン酸の品質は特に制限
されず、通常の工業製品を用いることができる。
【００３７】
　ペンタエリスリトールとメルカプトカルボン酸を反応させるために通常用いるエステル
化触媒としては、例えば、硫酸、塩酸、燐酸、アルミナ等の鉱酸、及びｐ-トルエンスル
ホン酸、ベンゼンスルホン酸、メタンスルホン酸、トリクロロ酢酸、ジブチル錫ジオキサ
イド等の有機系酸に代表される酸触媒が好ましく用いられる。
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【００３８】
　高速液体クロマトグラフィー測定における化合物（Ａ）に対する化合物（Ｂ）に含まれ
る化合物（ｂ２－１）、化合物（ｂ３－１）、化合物（ｂ３－２）、および化合物（ｂ４
－２）から選択される少なくとも１種の化合物の合計ピーク面積比は、ペンタエリスリト
ールに対するメルカプトカルボン酸のモル比や、後述する反応条件（溶媒中の化合物濃度
、反応温度、脱水率等）により調整することができる。
　ペンタエリスリトールに対するメルカプトカルボン酸のモル比は、３．２以上であれば
よく、例えば、３．２以上４．５以下、好ましくは３．２以上４．１以下、さらに好まし
くは３．２以上４．０未満、特に好ましくは３．５以上４．０未満とすることができる。
なお、当該モル比が上記範囲外であっても、後述する反応条件（溶媒中の化合物濃度、反
応温度、脱水率等）等を調整することにより本発明の光学材料用チオール含有組成物を得
ることができる。
【００３９】
　本実施形態における、光学材料用チオール含有組成物の製造は、共沸剤の使用は必須条
件ではないが、例えば、共沸剤を用いて加熱還流下に、連続的に副生する水を系外に除去
しながら反応させる。通常用いられる共沸剤としては、例えば、ベンゼン、トルエン、キ
シレン、ニトロベンゼン、クロロベンゼン、ジクロロベンゼン、アニソール、ジフェニル
エーテル、メチレンクロライド、クロロホルム、ジクロロエタン等が挙げられる。これら
は２種以上混合して用いてもよく、その他の溶媒と混合して用いてもよい。
【００４０】
　本実施形態のおいては、連続的に副生する水を系外に除去する工程を、下記式に示す理
論生成水量に対する抜き出した水の量の割合（％）により制御することができる。
　式：理論生成水量に対する系外に抜き出した水の量の割合（％）＝[（実際に抜き出し
た水量‐反応前から存在する水量）／理論生成水量]×１００
【００４１】
　本発明で示される理論生成水量とはペンタエリスリトールに対するメルカプトカルボン
酸のモル比に関わらず、ペンタエリスリトール１モルに対してメルカプトカルボン酸が４
モル反応し、化合物（Ａ）が収率１００％で得られると仮定して算出した水量である。
　系外に抜き出した水の量とは、反応で生成した水の量を意味し、反応前から存在する水
、例えば原料や触媒、溶媒等に含まれる水は除かれる。
　理論生成水量に対する系外に抜き出した水の量の割合（脱水率）（％）は８５％以上９
９％以下であり、好ましくは８６％以上９５％以下、さらに好ましくは８６％以上９３％
以下である。なお、当該脱水率が上記範囲外であっても、後述する反応条件（溶媒中の化
合物濃度、反応温度、脱水率等）を調整することにより本発明の光学材料用チオール含有
組成物を得ることができる。
【００４２】
　本実施形態において、上述のモル比や反応条件を適宜組み合わせることで本発明のチオ
ール組成物を得ることができるが、例えば、ペンタエリスリトールに対するメルカプトカ
ルボン酸のモル比が上記範囲を満たした上で、連続的に副生する水を系外に除去しながら
ペンタエリスリトールとメルカプトカルボン酸とを反応させることがより好ましい。これ
により、化合物（Ａ）に対する、化合物（Ｂ）の量の調整をより容易に行うことができる
。
【００４３】
［光学材料用重合性組成物］
　本実施形態の光学材料用重合性組成物は、上述の光学材料用チオール含有組成物と、ポ
リイソ（チオ）シアネート化合物とを含む、
【００４４】
（ポリイソ（チオ）シアネート化合物）
　ポリイソ（チオ）シアネート化合物としては、本発明の効果を発揮することができれば
特に限定されず従来公知の化合物を用いることができるが、例えば、テトラメチレンジイ
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ソシアネート、ペンタメチレンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート、ペ
ンタメチレンジイソシアネート、オクタメチレンジイソシアネート、２，２，４－トリメ
チルヘキサメチレンジイソシアネート、２，４，４－トリメチルヘキサメチレンジイソシ
アネート、リジンジイソシアナトメチルエステル、リジントリイソシアネート、キシリレ
ンジイソシアネート等の脂肪族ポリイソシアネート化合物；
　イソホロンジイソシアネート、ビス（イソシアナトメチル）シクロヘキサン、ビス（イ
ソシアナトシクロヘキシル）メタン、ジシクロヘキシルジメチルメタンイソシアネート、
２，５－ビス（イソシアナトメチル）ビシクロ－[２．２．１]－ヘプタン、２，６－ビス
（イソシアナトメチル）ビシクロ－[２．２．１]－ヘプタン、３，８－ビス（イソシアナ
トメチル）トリシクロデカン、３，９－ビス（イソシアナトメチル）トリシクロデカン、
４，８－ビス（イソシアナトメチル）トリシクロデカン、４，９－ビス（イソシアナトメ
チル）トリシクロデカン等の脂環族ポリイソシアネート化合物；
　トリレンジイソシアネート、４，４'－ジフェニルメタンジイソシアネート、ジフェニ
ルスルフィド－４，４－ジイソシアネート、フェニレンジイソシアネート等の芳香族ポリ
イソシアネート化合物；
　２，５－ジイソシアナトチオフェン、２，５－ビス（イソシアナトメチル）チオフェン
、２，５－ジイソシアナトテトラヒドロチオフェン、２，５－ビス（イソシアナトメチル
）テトラヒドロチオフェン、３，４－ビス（イソシアナトメチル）テトラヒドロチオフェ
ン、２，５－ジイソシアナト－１，４－ジチアン、２，５－ビス（イソシアナトメチル）
－１，４－ジチアン、４，５－ジイソシアナト－１，３－ジチオラン、４，５－ビス（イ
ソシアナトメチル）－１，３－ジチオラン等の複素環ポリイソシアネート化合物；
　ヘキサメチレンジイソチオシアネート、リジンジイソチオシアネートメチルエステル、
リジントリイソチオシアネート、キシリレンジイソチオシアネート、ビス（イソチオシア
ナトメチル）スルフィド、ビス（イソチオシアナトエチル）スルフィド、ビス（イソチオ
シアナトエチル）ジスルフィド等の脂肪族ポリイソチオシアネート化合物；
　イソホロンジイソチオシアネート、ビス（イソチオシアナトメチル）シクロヘキサン、
ビス（イソチオシアナトシクロヘキシル）メタン、シクロヘキサンジイソチオシアネート
、メチルシクロヘキサンジイソチオシアネート、２，５－ビス（イソチオシアナトメチル
）ビシクロ－[２．２．１]－ヘプタン、２，６－ビス（イソチオシアナトメチル）ビシク
ロ－[２．２．１]－ヘプタン、３，８－ビス（イソチオシアナトメチル）トリシクロデカ
ン、３，９－ビス（イソチオシアナトメチル）トリシクロデカン、４，８－ビス（イソチ
オシアナトメチル）トリシクロデカン、４，９－ビス（イソチオシアナトメチル）トリシ
クロデカン等の脂環族ポリイソチオシアネート化合物；
　トリレンジイソチオシアネート、４，４－ジフェニルメタンジイソチオシアネート、ジ
フェニルジスルフィド－４，４－ジイソチオシアネート等の芳香族ポリイソチオシアネー
ト化合物；
　２，５－ジイソチオシアナトチオフェン、２，５－ビス（イソチオシアナトメチル）チ
オフェン、２，５－イソチオシアナトテトラヒドロチオフェン、２，５－ビス（イソチオ
シアナトメチル）テトラヒドロチオフェン、３，４－ビス（イソチオシアナトメチル）テ
トラヒドロチオフェン、２，５－ジイソチオシアナト－１，４－ジチアン、２，５－ビス
（イソチオシアナトメチル）－１，４－ジチアン、４，５－ジイソチオシアナト－１，３
－ジチオラン、４，５－ビス（イソチオシアナトメチル）－１，３－ジチオラン等の含硫
複素環ポリイソチオシアネート化合物等を挙げることができる。ポリイソ（チオ）シアネ
ート化合物は、これらから選択される少なくとも一種を含むことができる。
【００４５】
　また、これらの塩素置換体、臭素置換体等のハロゲン置換体、アルキル置換体、アルコ
キシ置換体、ニトロ置換体や多価アルコールとのプレポリマー型変性体、カルボジイミド
変性体、ウレア変性体、ビュレット変性体、ダイマー化あるいはトリマー化反応生成物等
も使用できる。
【００４６】
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　ポリイソ（チオ）シアネート化合物としては、ポリイソシアネート化合物が好ましく、
２，５－ビス（イソシアナトメチル）ビシクロ－[２．２．１]－ヘプタン、２，６－ビス
（イソシアナトメチル）ビシクロ－[２．２．１]－ヘプタン、キシリレンジイソシアネー
ト、ビス（イソシアナトシクロヘキシル）メタン、ビス（イソシアナトメチル）シクロヘ
キサン、イソホロンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート、およびペンタ
メチレンジイソシアネート、ジフェニルメタンジイソシアネートから選択される少なくと
も一種を含むことが好ましい。
【００４７】
（その他の成分）
　本実施形態の光学材料用重合性組成物には、化合物（Ａ）および（Ｂ）以外のポリチオ
ール化合物、ポリオール化合物等の活性水素化合物を含むことができる。
【００４８】
　化合物（Ａ）および（Ｂ）以外のポリチオール化合物としては、例えば、メタンジチオ
ール、１，２－エタンジチオール、１，２，３－プロパントリチオール、１，２－シクロ
ヘキサンジチオール、ビス（２－メルカプトエチル）エーテル、テトラキス（メルカプト
メチル）メタン、ジエチレングリコールビス（２－メルカプトアセテート）、ジエチレン
グリコールビス（３－メルカプトプロピオネート）、エチレングリコールビス（２－メル
カプトアセテート）、エチレングリコールビス（３－メルカプトプロピオネート）、トリ
メチロールプロパントリス（２－メルカプトアセテート）、トリメチロールプロパントリ
ス（３－メルカプトプロピオネート）、トリメチロールエタントリス（２－メルカプトア
セテート）、トリメチロールエタントリス（３－メルカプトプロピオネート）、ビス（メ
ルカプトメチル）スルフィド、ビス（メルカプトメチル）ジスルフィド、ビス（メルカプ
トエチル）スルフィド、ビス（メルカプトエチル）ジスルフィド、ビス（メルカプトプロ
ピル）スルフィド、ビス（メルカプトメチルチオ）メタン、ビス（２－メルカプトエチル
チオ）メタン、ビス（３－メルカプトプロピルチオ）メタン、１，２－ビス（メルカプト
メチルチオ）エタン、１，２－ビス（２－メルカプトエチルチオ）エタン、１，２－ビス
（３－メルカプトプロピルチオ）エタン、１，２，３－トリス（メルカプトメチルチオ）
プロパン、１，２，３－トリス（２－メルカプトエチルチオ）プロパン、１，２，３－ト
リス（３－メルカプトプロピルチオ）プロパン、４－メルカプトメチル－１，８－ジメル
カプト－３，６－ジチアオクタン、５，７－ジメルカプトメチル－１，１１－ジメルカプ
ト－３，６，９－トリチアウンデカン、４，７－ジメルカプトメチル－１，１１－ジメル
カプト－３，６，９－トリチアウンデカン、４，８－ジメルカプトメチル－１，１１－ジ
メルカプト－３，６，９－トリチアウンデカン、テトラキス（メルカプトメチルチオメチ
ル）メタン、テトラキス（２－メルカプトエチルチオメチル）メタン、テトラキス（３－
メルカプトプロピルチオメチル）メタン、ビス（２，３－ジメルカプトプロピル）スルフ
ィド、２，５－ジメルカプトメチル－１，４－ジチアン、２，５－ジメルカプト－１，４
－ジチアン、２，５－ジメルカプトメチル－２，５－ジメチル－１，４－ジチアン、及び
これらのチオグリコール酸およびメルカプトプロピオン酸のエステル、ヒドロキシメチル
スルフィドビス（２－メルカプトアセテート）、ヒドロキシメチルスルフィドビス（３－
メルカプトプロピオネート）、ヒドロキシエチルスルフィドビス（２－メルカプトアセテ
ート）、ヒドロキシエチルスルフィドビス（３－メルカプトプロピオネート）、ヒドロキ
シメチルジスルフィドビス（２－メルカプトアセテート）、ヒドロキシメチルジスルフィ
ドビス（３－メルカプトプロピオネート）、ヒドロキシエチルジスルフィドビス（２－メ
ルカプトアセテート）、ヒドロキシエチルジスルフィドビス（３－メルカプトプロピネー
ト）、２－メルカプトエチルエーテルビス（２－メルカプトアセテート）、２－メルカプ
トエチルエーテルビス（３－メルカプトプロピオネート）、チオジグリコール酸ビス（２
－メルカプトエチルエステル）、チオジプロピオン酸ビス（２－メルカプトエチルエステ
ル）、ジチオジグリコール酸ビス（２－メルカプトエチルエステル）、ジチオジプロピオ
ン酸ビス（２－メルカプトエチルエステル）、１，１，３，３－テトラキス（メルカプト
メチルチオ）プロパン、１，１，２，２－テトラキス（メルカプトメチルチオ）エタン、
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４，６－ビス（メルカプトメチルチオ）－１，３－ジチアン、トリス（メルカプトメチル
チオ）メタン、トリス（メルカプトエチルチオ）メタン等の脂肪族ポリチオール化合物；
１，２－ジメルカプトベンゼン、１，３－ジメルカプトベンゼン、１，４－ジメルカプト
ベンゼン、１，２－ビス（メルカプトメチル）ベンゼン、１，３－ビス（メルカプトメチ
ル）ベンゼン、１，４－ビス（メルカプトメチル）ベンゼン、１，２－ビス（メルカプト
エチル）ベンゼン、１，３－ビス（メルカプトエチル）ベンゼン、１，４－ビス（メルカ
プトエチル）ベンゼン、１，３，５－トリメルカプトベンゼン、１，３，５－トリス（メ
ルカプトメチル）ベンゼン、１，３，５－トリス（メルカプトメチレンオキシ）ベンゼン
、１，３，５－トリス（メルカプトエチレンオキシ）ベンゼン、２，５－トルエンジチオ
ール、３，４－トルエンジチオール、１，５－ナフタレンジチオール、２，６－ナフタレ
ンジチオール等の芳香族ポリチオール化合物；
２－メチルアミノ－４，６－ジチオール－ｓｙｍ－トリアジン、３，４－チオフェンジチ
オール、ビスムチオール、４，６－ビス（メルカプトメチルチオ）－１，３－ジチアン、
２－（２，２－ビス（メルカプトメチルチオ）エチル）－１，３－ジチエタン等の複素環
ポリチオール化合物；等が挙げられる。
【００４９】
　ポリオール化合物は、１種以上の脂肪族または脂環族アルコールであり、具体的には、
直鎖または分枝鎖の脂肪族アルコール、脂環族アルコール、これらアルコールとエチレン
オキサイド、プロピレンオキサイド、ε－カプロラクトンを付加させたアルコール等が挙
げられる。
【００５０】
　直鎖または分枝鎖の脂肪族アルコールとしては、例えば、エチレングリコール、ジエチ
レングリコール、トリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコ
ール、トリプロピレングリコール、１，３－プロパンジオール、２，２－ジメチル－１，
３－プロパンジオール、２，２－ジエチル－１，３－プロパンジオール、１，２－ブタン
ジオール、１，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオール、３－メチル－１，３－ブ
タンジオール、１，２－ペンタンジオール、１，３－ペンタンジオール、１，５－ペンタ
ンジオール、２，４－ペンタンジオール、２－メチル－２，４－ペンタンジオール、３－
メチル－１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、２，５－ヘキサンジオ
ール、グリセロール、ジグリセロール、ポリグリセロール、トリメチロールプロパン、ペ
ンタエリスリトール、ジ（トリメチロールプロパン）等が挙げられる。
【００５１】
　脂環族アルコールとしては、例えば、１，２－シクロペンタンジオール、１，３－シク
ロペンタンジオール、３－メチル－１，２－シクロペンタンジオール、１，２－シクロヘ
キサンジオール、１，３－シクロヘキサンジオール、１，４－シクロヘキサンジオール、
４，４'－ビシクロヘキサノール、１，４－シクロヘキサンジメタノール等が挙げられる
。
【００５２】
　これらアルコールとエチレンオキサイド、プロピレンオキサイド、ε－カプロラクトン
を付加させた化合物でもよい。例えば、グリセロールのエチレンオキサイド付加体、トリ
メチロールプロパンのエチレンオキサイド付加体、ペンタエリスリトールのエチレンオキ
サイド付加体、グリセロールのプロピレンオキサイド付加体、トリメチロールプロパンの
プロピレンオキサイド付加体、ペンタエリスリトールのプロピレンオキサイド付加体、カ
プロラクトン変性グリセロール、カプロラクトン変性トリメチロールプロパン、カプロラ
クトン変性ペンタエリスリトール等が挙げられる。
【００５３】
　化合物（Ａ）および（Ｂ）を含む活性水素化合物とポリイソ（チオ）シアネート化合物
の使用割合は、特に限定されないが、通常、ＮＣＯ基に対するＳＨ基および／またはＯＨ
基のモル比が、０．５～３．０の範囲内、好ましくは０．６～２．０、さらに好ましくは
０．８～１．３の範囲内である。
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【００５４】
　本実施形態においては、化合物（Ａ）および（Ｂ）、ポリイソ（チオ）シアネート化合
物、および上記成分に加えて、重合触媒、内部離型剤、樹脂改質剤等のその他の成分をさ
らに含んでいてもよい。
　重合触媒としては、３級アミン化合物およびその無機酸塩または有機酸塩、金属化合物
、４級アンモニウム塩、または有機スルホン酸を挙げることができる。
【００５５】
　内部離型剤としては、酸性リン酸エステルを用いることができる。酸性リン酸エステル
としては、リン酸モノエステル、リン酸ジエステルを挙げることができ、それぞれ単独ま
たは２種類以上混合して使用することできる。
【００５６】
　樹脂改質剤としては、例えば、エピスルフィド化合物、アルコール化合物、アミン化合
物、エポキシ化合物、有機酸及びその無水物、（メタ）アクリレート化合物等を含むオレ
フィン化合物等が挙げられる。
　本実施形態の光学材料用重合性組成物は、上記成分を混合して得ることができる。
【００５７】
［成形体］
　本実施形態の成形体を製造する方法は、特に限定されないが、好ましい製造方法として
注型重合が挙げられる。はじめに、ガスケットまたはテープ等で保持された成型モールド
間に重合性組成物を注入する。この時、得られるプラスチックレンズに要求される物性に
よっては、必要に応じて、減圧下での脱泡処理や加圧、減圧等の濾過処理等を行うことが
好ましい場合が多い。
【００５８】
　重合条件については、重合性組成物の組成、触媒の種類と使用量、モールドの形状等に
よって大きく条件が異なるため限定されるものではないが、およそ、－５０～１５０℃の
温度で１～５０時間かけて行われる。場合によっては、１０～１５０℃の温度範囲で保持
または徐々に昇温して、１～４８時間で硬化させることが好ましい。
【００５９】
　樹脂成形体は、必要に応じて、アニール等の処理を行ってもよい。処理温度は通常５０
～１５０℃の間で行われるが、９０～１４０℃で行うことが好ましく、１００～１３０℃
で行うことがより好ましい。
【００６０】
　本実施形態において、樹脂を成形する際には、上記「その他の成分」に加えて、目的に
応じて公知の成形法と同様に、鎖延長剤、架橋剤、ラジカル捕捉剤、光安定剤、紫外線安
定剤、酸化防止剤、ブルーイング剤、油溶染料、充填剤、密着性向上剤、抗菌剤、帯電防
止剤などの種々の添加剤を加えてもよい。
【００６１】
［用途］
　本実施形態の光学材料用重合性組成物から得られる樹脂は、注型重合時のモールドの種
類を変えることにより種々の形状の成形体として得ることができる。
【００６２】
　本実施形態の光学材料用重合性組成物から得られた成形体は、透明性を損なうことなく
、優れた表面硬度、調光性能を兼ね揃えた材料を得ることができるため、プラスチックレ
ンズ等の各種光学材料に使用することが可能である。特に、プラスチック眼鏡レンズやプ
ラスチック偏光レンズとして好適に用いることができる。
【００６３】
［プラスチック眼鏡レンズ］
　本実施形態の成形体からなるレンズ基材を用いたプラスチック眼鏡レンズは必要に応じ
て、片面又は両面にコーティング層を施して用いてもよい。
　本実施形態のプラスチック眼鏡レンズは、上述の重合性組成物からなるレンズ基材とコ



(21) JP 6691990 B1 2020.5.13

10

20

30

40

50

ーティング層とからなる。
【００６４】
　コーティング層として、具体的には、プライマー層、ハードコート層、反射防止層、防
曇コート層、防汚染層、撥水層等が挙げられる。これらのコーティング層はそれぞれ単独
で用いることも複数のコーティング層を多層化して使用することもできる。両面にコーテ
ィング層を施す場合、それぞれの面に同様なコーティング層を施しても、異なるコーティ
ング層を施してもよい。
【００６５】
　これらのコーティング層はそれぞれ、赤外線から目を守る目的で赤外線吸収剤、レンズ
の耐候性を向上する目的で光安定剤や酸化防止剤、フォトクロ化合物、レンズのファッシ
ョン性を高める目的で染料や顔料、帯電防止剤、その他、レンズの性能を高めるための公
知の添加剤を併用してもよい。
　塗布によるコーティングを行う層に関しては塗布性の改善を目的とした各種レベリング
剤を使用してもよい。
　また、反射防止層の上には、必要に応じて防曇層、防汚染層、撥水層を形成させてもよ
い。
【００６６】
［プラスチック偏光レンズ］
　本実施形態のプラスチック偏光レンズは、偏光フィルムと、前記偏光フィルムの少なく
とも一方の面に形成された、本実施形態の光学材料用重合性組成物を硬化させた成形体か
らなる基材層と、を備える。
【００６７】
　本実施形態における偏光フィルムは、熱可塑性樹脂から構成することができる。熱可塑
性樹脂としては、熱可塑性ポリエステル、熱可塑性ポリカーボネート、熱可塑性ポリオレ
フィン、熱可塑性ポリイミド等を挙げることができる。耐水性、耐熱性および成形加工性
の観点から、熱可塑性ポリエステル、熱可塑性ポリカーボネートが好ましく、熱可塑性ポ
リエステルがより好ましい。
【００６８】
　偏光フィルムとして、具体的には、二色性染料含有熱可塑性ポリエステル偏光フィルム
、ヨウ素含有ポリビニルアルコール偏光フィルム、二色性染料含有ポリビニルアルコール
偏光フィルム等が挙げられる。
【００６９】
　本実施形態のプラスチック偏光レンズは、このような偏光フィルムの少なくとも一方の
面上に、本実施形態の光学材料用重合性組成物を硬化させて得られる基材層を設けること
により得ることができる。
　プラスチック偏光レンズの製造方法は、特に限定されないが、好ましくは注型重合法を
挙げることできる。
　なお、得られた基材層の表面には、プラスチック眼鏡レンズと同様な前記コーティング
層を形成してもよい。
【００７０】
　以上、本発明の実施形態について述べたが、これらは本発明の例示であり、本発明の効
果を損なわない範囲で、上記以外の様々な構成を採用することができる。
【実施例】
【００７１】
　以下、本発明を実施例に基づいて具体的に説明するが、本発明はこれらの実施例に限定
されるものではない。なお、実施例および比較例において、評価に用いた方法と使用した
装置は以下のとおりである。
【００７２】
　組成比の分析（光学材料用チオール含有組成物に含まれる化合物（Ａ）および化合物（
Ｂ）の組成比）：
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・ＨＰＬＣ機種：島津製作所社製ＳＰＤ－１０Ａ
・検出器：ＲＩ検出器
・カラム：ＹＭＣ製カラム　ＯＤＳ－Ａ－３１２（１５０ｍｍ×６ｍｍ.Ｉ.Ｄ）５μｍ
・温度条件：４０℃
・移動相：水／アセトニトリル（３５／６５）水溶液
・流速：１．０ｍｌ／分
・注入量：１μＬ
・組成比の算出：ペンタエリスリトールテトラキス３－メルカプトプロピオン酸エステル
のピーク面積１００に対するそれぞれの化合物のピーク面積を算出した。
【００７３】
（屈折率（ｎｅ）、アッベ数（νｅ））
　プルフリッヒ屈折計を用い２０℃で測定した。
（ＹＩ）
　厚さ９ｍｍの樹脂平板を作製し、色彩色差計（ミノルタ社製ＣＲ－２００）において黄
色度（ＹＩ）を測定した。
【００７４】
（歪み）
　作成した１０枚のレンズを高圧ＵＶランプに投影して、以下の基準で評価した。
◎：９～１０枚のレンズに歪みは認められなかった。
〇：７～８枚のレンズに歪みは認められなかった。
△：５～６枚のレンズに歪みは認められなかった。
×：４枚以下のレンズに歪みは認められなかった。
【００７５】
　(脈理)
　作成した１０枚のレンズを高圧水銀灯下目視で観察し、以下の基準で評価した。
◎：９～１０枚のレンズに脈理は認められなかった。
〇：７～８枚のレンズに脈理は認められなかった。
△：５～６枚のレンズに脈理は認められなかった。
×：４枚以下のレンズに脈理は認められなかった。
【００７６】
　（白濁）
　作成したレンズを暗所にてプロジェクターに照射して、レンズの白濁を目視にて観察し
、以下の基準で評価した。
◎：９～１０枚のレンズに白濁は認められなかった。
〇：７～８枚のレンズに白濁は認められなかった。
△：５～６枚のレンズに白濁は認められなかった。
×：４枚以下のレンズに白濁は認められなかった。
【００７７】
　（染色性試験）
　染色剤としてＤｙｓｔａｒ社製のＤｉａｎｉｘ　Ｂｒｏｗｎ　Ｓ－３Ｒを用い、純水に
５０ｐｐｍを溶解し、染料分散液を調整した。これを９０℃に加熱した後に、厚さ９ｍｍ
の樹脂サンプル（１０枚）を９０℃にて６０分間浸漬、染色させた。染色した後のサンプ
ル片を、UV分光計（島津製作所製ＵＶ－１６００）を使用し、波長４００～８００ｎｍま
でスキャンし、最大吸収波長である460nmにおける透過率（％Ｔ）を測定した。１０枚の
透過率の平均値を算出し、以下の基準で評価した。
○：透過率のブレ幅が１０枚の透過率の平均値の±５％未満
△：透過率のブレ幅が１０枚の透過率の平均値の±６～１０％未満
×：透過率のブレ幅が１０枚の透過率の平均値の±１０％以上
【００７８】
（耐熱性（ガラス転移温度：Ｔｇ））
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　ＴＭＡペネトレーション法（５０ｇ荷重、ピン先０．５ｍｍφ、昇温速度１０℃／ｍｉ
ｎ）により、島津製作所社製 熱機械分析装置ＴＭＡ－６０にて測定した。
【００７９】
（落球試験）
　中心厚０．３ｍｍ、直径７５ｍｍ、Ｓ＝－４．７５Ｄ形状のレンズに対し、高さ１２７
ｃｍ（５０インチ）の位置からレンズ中心部に８ｇ、１６ｇ、２８ｇ、３３ｇ、４５ｇ、
６７ｇ、９５ｇ、１１２ｇ、１７４ｇ、２２６ｇ、５３４ｇの１１種類の重量の異なる鉄
球を順に落下させ、レンズが破損するか試験した。１０枚のレンズについて試験を行い、
各レンズについて破損しなかった鉄球の重量の最大値を確認し、１０枚のレンズの最大値
の平均値を「破損しなかった重量の平均値」として求めた。この平均値により耐衝撃性を
評価した。
【００８０】
［実施例１］
（ペンタエリスリトール３－メルカプトプロピオン酸エステルの合成（チオール組成物の
調製））
　攪拌機、還流冷却水分離器、窒素ガスパージ管、および温度計を取り付けた４つ口反応
フラスコ内に純度９９．５％のペンタエリスリトール１３６．９重量部、３－メルカプト
プロピオン酸４０６．３重量部、ｐ－トルエンスルホン酸・一水塩３．８重量部、トルエ
ン１８５．２重量部を加えた。ペンタエリスリトールに対する３－メルカプトプロピオン
酸のモル比は３．８０であった。オイルバスを用いて昇温を開始して１２０分後、内温が
９７℃になったところで還流がスタートした（オイルバス温度は１１３℃）。還流開始後
、７時間（内温９７～１２１℃）反応を行なった。その間還流下で副生する水は連続的に
系外に抜き出した。系外に抜き出した水量は理論生成水に対して９３．２％であった。冷
却後、反応液は塩基洗浄、続いて水洗浄を行い、加熱減圧下でトルエンおよび微量の水分
を除去した。その後、濾過してチオール組成物４６２．３重量部を得た。得られたチオー
ル組成物についてＨＰＬＣを用いて組成比の分析を行った。結果は以下の通りであった。
　化合物（Ａ１）（一般式（ａ）中の全てのｎが１）：１００％ （保持時間：７．８～
８．８）
　化合物（Ｂ２－１）（一般式（ｂ２－１）中の全てのｎが２）：１．４％ （保持時間
：３．３～４．３）
　化合物（Ｂ３－１）（一般式（ｂ３－１）中の全てのｎが２）：２６．４％ （保持時
間：４．６～５．６）
　化合物（Ｂ３－２）（一般式（ｂ３－２）中の全てのｎが２）：１．５％ （保持時間
：５．７～６．７） 
　化合物（Ｂ４－２）（一般式（ｂ４－２）中の全てのｎが２）：６．９％ （保持時間
：１０．２～１１．２）
【００８１】
（プラスチックレンズの製造）
　２，５－ビス（イソシアナトメチル）－ビシクロ［２．２．１］ヘプタンと２，６－ビ
ス（イソシアナトメチル）－ビシクロ［２．２．１］ヘプタンとの混合物５０．６重量部
、硬化触媒としてジブチル錫ジクロライド０．０６重量部、Stepan社製ゼレックＵＮ（商
品名、酸性リン酸エステル）０．１２重量部、チバスペシャリティケミカルズ社製Ｔｉｎ
ｕｖｉｎ３２７（商品名、紫外線吸収剤）２－（３，５－ジ－t－ブチル－２－ヒドロキ
シフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール０．０５重量部を、１５～２０℃にて混合
溶解させた。１，２－ビス［（２－メルカプトエチル）チオ］－３－メルカプトプロパン
を主成分とするポリチオール２５．６重量部、得られたチオール組成物２３．９重量部を
装入混合し、混合均一液とした。この均一液を６００Ｐａにて１時間脱泡後、１μｍＰＴ
ＦＥフィルターにて濾過を行った後、直径７５ｍｍ、９ｍｍ厚のガラスモールドとテープ
からなるモールド型へ注入し、レンズを作成した。このモールド型をオーブンへ投入し、
２０℃～１２０℃まで徐々に昇温し、２０時間で重合した。重合終了後、オーブンからモ
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ニールを行った。以下の重合性組成物の粘度測定結果、レンズの測定結果を表－１に示す
。
【００８２】
（重合性組成物の２０℃７時間後の粘度）
　２，５－ビス（イソシアナトメチル）－ビシクロ［２．２．１］ヘプタンと２，６－ビ
ス（イソシアナトメチル）－ビシクロ［２．２．１］ヘプタンとの混合物５０．６重量部
、硬化触媒としてジブチル錫ジクロライド０．０６重量部、Stepan社製ゼレックＵＮ（商
品名、酸性リン酸エステル）０．１２重量部、チバスペシャリティケミカルズ社製Ｔｉｎ
ｕｖｉｎ３２７（商品名、紫外線吸収剤）２－（３，５－ジ－t－ブチル－２－ヒドロキ
シフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール０．０５重量部を、２０℃にて混合溶解さ
せた。１，２－ビス［（２－メルカプトエチル）チオ］－３－メルカプトプロパンを主成
分とするポリチオール２５．６重量部、得られたチオール含有組成物２３．９重量部を装
入混合し、混合均一液とした。混合均一溶液作成時を０時間とし、２０℃７時間後の粘度
をＢ型粘度計で測定し、以下の基準で評価した。
〇：９０ｃｐｓ以下のもの
×：９０ｃｐｓを超えるもの
【００８３】
［実施例２～１０、比較例１～５］
　ペンタエリスリトールおよび３－メルカプトプロピオン酸のモル比、還流開始後の反応
時間、脱水率を表－１に示すように変更した以外は、実施例１と同様に、ペンタエリスリ
トール３－メルカプトプロピオン酸エステルの合成（チオール組成物の調製）を行い、重
合性組成物およびプラスチックレンズを調製した。
　得られたチオール組成物の組成比の分析結果、重合性組成物の２０℃７時間後の粘度測
定結果、プラスチックレンズの測定結果を表－１に示す。
【００８４】
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【表１】

【００８５】
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【表２】

【要約】　　　（修正有）
【課題】ハンドリング性に優れた重合性組成物が得られ、さらに屈折率、アッベ数、白濁
、歪み、脈理等の光学物性、強度等の機械物性、染色性に優れた光学材料が得られる光学
材料用チオール含有組成物を提供する。
【解決手段】スピロ構造とチオール基を４個有する化合物（Ａ）と、スピロ構造とチオー
ル基２個と水酸基２個有する化合物、スピロ構造とチオール基３個と水酸基１個有する化
合物、スピロ構造とチオール基３個と水酸基１個有し、かつスルフィド結合を有する化合
物、およびスピロ構造とチオール基４個有し、かつスルフィド結合を有する化合物から選
択される少なくとも１種のみからなる化合物（Ｂ）と、を含み、高速液体クロマトグラフ
ィー測定において、化合物（Ａ）のピーク面積１００に対する化合物（Ｂ）の合計ピーク
面積比が０．１％以上４０．０％以下である光学材料用チオール含有組成物。
【選択図】なし
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